





































































研究員の方々や若手研究者、さら 、学部生、大学院生など、四十名近くが参加した。音声がビルマ語、字幕が英語ということもあり、学部生にとって分かりにく ところもあったようだが、衝撃や感銘も大きかったようで、時間が終了しても 多数が監督を取 囲んで活発な議論が行われた。ちなみに、ＮＨＫ国際放送局からプロデューサーとミャンマー人アナウンサーも参加し 終了後監督や本学学生のインタビュー 行れ、ミャンマーに配信された。また、フィルムに衝撃 たＮＨＫスタッフの発案で、週末に急遽在日ミャ マー人コミュニティ内でも上映され やはり大きな反響を呼んだという。
アウンサンスーチー政権が樹立して以降、表現の自由は格段
に増加し、従来は国外でしか撮れな った社会的テーマ ドキュメンタリーや短編映画の制作も国内で増えつつある。今後期待できる分野ともいえるだろう。
